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主
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催
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○
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勢
調
査
の
ご
協
力
依
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農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
８

日
に
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
連
携
し
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は

　
耕
作
放
棄
地
や
違
反
転
用
を

防
止
・
解
消
し
、
農
地
の
有
効

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内

に
あ
る
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
耕
作
し
な
い
で
い
る
と

　
農
地
と
し
て
の
価
値
を
損
な

う
だ
け
で
な
く
、
病
害
虫
の
発

生
や
獣
害
被
害
に
つ
な
が
り
、

周
辺
農
地
の
営
農
条
件
に
著
し

く
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
農
地
が
遊
休
化
し
な
い
よ

う
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
農
地
利
用
権
設
定
で
農
地
の

有
効
利
用
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か

　
所
有
し
て
い
る
農
地
の
保
全

管
理
が
難
し
い
場
合
は
、
周
辺

農
業
者
に
利
用
権
設
定
を
依
頼

し
、
農
地
を
貸
借
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　
農
地
利
用
権
設
定
な
ら
、
借

用
期
間
満
了
後
に
、
離
作
料
を

支
払
う
こ
と
な
く
農
地
を
返
し

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
こ
れ
ら
の
委
員
候
補
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数 

　
農
業
委
員
　

　
　
８
人

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
７
人

（
各
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
担
当
す
る
地
区
に
１
人
）

任
期

 

　
任
命
の
日
（
令
和
８
年
２
月

24
日
）
か
ら
３
年
間

推
薦
・
応
募
方
法

 

　
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入

し
、
期
間
中
に
持
参
・
郵
送
等

に
よ
り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
推
薦
申

込
書
お
よ
び
応
募
申
込
書
は
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
募
集
期
間

　
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
30
日

　
㊋
必
着

○
提
出
先

　
上
富
田
町
役
場
　

　
　
　
振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
推
薦
を
受
け
た
者
お
よ
び
募

集
に
応
じ
た
者
の
氏
名
、
職

業
、
年
齢
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
町
掲
示
板
に
公
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
選
定 

　
推
薦
も
し
く
は
応
募
に
よ
る

候
補
者
の
総
数
が
、
定
数
を
超

え
た
場
合
等
、
農
業
委
員
に
お

い
て
は
委
員
候
補
者
評
価
委
員

会
で
評
価
の
う
え
町
長
が
選
定

し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
お
い
て
は
農
業
委
員
会
が

評
価
の
う
え
選
定
し
ま
す
。

選
考
の
結
果

 

　
選
考
結
果
は
、
農
業
委
員
に

つ
い
て
は
、
11
月
中
旬
を
目
途

に
応
募
者
全
員
に
書
面
で
通
知

し
ま
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
つ
い
て
は
、
12
月
中

旬
を
目
途
に
応
募
者
全
員
に
書

面
で
通
知
し
ま
す
。

職
務 

①
農
業
委
員

　
農
地
転
用
、
農
地
権
利
移
動
、

農
地
の
違
反
転
用
の
防
止
・
解

消
な
ど
の
農
地
法
等
に
基
づ
い

て
農
業
委
員
会
の
権
限
に
属
す

る
事
項
に
つ
い
て
審
議
、
現
地

の
確
認
等
の
ほ
か
、
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

地
の
防
止
・
解
消
な
ど
、
農
地

の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
事

項
の
審
議
等
が
主
な
職
務
と
な

り
ま
す
。
会
議
（
総
会
）
は
、

毎
月
１
回
（
毎
月
10
日
を
原
則
）

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
担
当
地
区
に
お
け
る
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
や
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
等
）
を
進
め

る
た
め
の
現
場
活
動
が
主
な
職

務
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
農
業
委

員
会
の
会
議
（
総
会
）
へ
出
席

し
、
報
告
等
を
行
う
場
合
や
、

農
業
者
や
農
業
者
が
組
織
す
る

団
体
等
と
話
し
合
い
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問 

振
興
課
　
農
林
水
産
班
　
　

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
安
心
し
て
契
約
で
き
ま
す
。

　
農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
大
切
な
農
地
を
次
世
代
へ

　
農
地
は
、
食
糧
を
安
定
供
給

す
る
た
め
の
重
要
な
生
産
基
盤

で
あ
り
、
環
境
保
全
の
観
点
か

ら
も
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
適
切
な
管
理
で
、
大
切
な
農

地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問 

振
興
課
内
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

（
農
業
委
員
会
の
委
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

上
富
田
町
農
業
委
員
会
の
「
農
業
委
員
」
と

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
の
推
薦
・
募
集
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近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
災
害

時
に
支
援
が
必
要
な
方
が
、
安

全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
平
成

28
年
度
か
ら
「
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
」（
以
下
「
名
簿
」）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
名
簿
登
録
の
対
象
は
、
要
介

護
認
定
者
、
障
害
支
援
の
必
要

な
方
な
ど
、
一
定
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
名
簿
登
録
の
際
に
、
災
害
時

に
連
携
す
る
関
係
団
体
へ
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ

る
か
を
確
認
し
、
同
意
さ
れ
た

方
に
は
、
更
に
詳
細
な
個
別
計

画
作
成
の
た
め
の
聞
き
取
り
を

行
い
ま
す
。
情
報
提
供
先
は
、

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署
・
上

富
田
町
消
防
団
・
白
浜
警
察
署
・

上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
・

上
富
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

担
当
の
民
生
児
童
委
員
が
年
内

に
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
家
族
構

成
、
緊
急
連
絡
先
、
そ
の
他
必

要
な
情
報
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労

働
大
臣
の
委
嘱
で
、
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

※
以
前
に
名
簿
情
報
の
提
供
に

同
意
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
、

今
回
情
報
提
供
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
殉
ぜ

ら
れ
た
本
町
戦
没
者
諸
霊
に
対

し
て
の
慰
霊
と
、
そ
の
遺
族
に

対
し
、
お
慰
め
の
意
を
表
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
次
の
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
二

度
と
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
が

な
い
よ
う
恒
久
平
和
の
実
現
を

目
指
し
、
上
富
田
町
戦
没
者
慰

霊
祭
を
挙
行
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
参
列
を
お

願
し
ま
す
。

時 

10
月
４
日
㊏

　 

13
時
30
分
〜
【
約
１
時
間
】

※
受
付
は
12
時
30
分
〜

場 

上
富
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　 

文
化
ホ
ー
ル

問 

福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　

※住所異動の手続きや住民票・

　戸籍等の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード夜間窓口
時 9 月 11 日・25 日㊍ 19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など

　
上
富
田
町

　
　
　
戦
没
者
慰
霊
祭
　

‐
開
催
お
知
ら
せ
‐

も
し
も
の
時
に
備
え
て

 

～
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
・
個
別
計
画
作
成
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
（
第
12
回
特
別
弔

慰
金
）
の
請
求
受
付
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

対 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
恩
給
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
る
遺
族
が
い
な
い
場

合
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者
・
戦

没
者
の
子
・
兄
弟
姉
妹
等
で
順

位
の
優
先
す
る
１
人
に
支
給
（
三

親
等
内
親
族
ま
で
）。

対 

額
面
27
万
５
千
円
（
５
年
償

還 

記
名
国
債
）

時 

令
和
7
年
4
月
1
日
～

令
和
10
年
3
月
31
日

申 

請
求
者
の
居
住
地
を
管
轄
す

る
市
町
村

問 
県
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
班

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
４
７
６

福
祉
課
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
が
お
済

み
で
な
い
方
へ
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「
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
や
相
談
を

お
受
け
す
る
も
の
で
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、
皆
様
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
、
そ
の
解
決

た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関

へ
の
連
絡
な
ど
、
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
毎
月
、
行
政
相

談
委
員
が
行
政
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

時 

９
月
４
日
㊍

　 

10
月
16
日
㊍

　
　
　
　
13
時
～
15
時 

場 

上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

２
階
会
議
室

問 

総
務
課 

庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
左
記
の
日
程
で
町
政
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

時 

９
月
30
日
㊋
　
　19
時
30
分
～

場 

上
富
田
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
田
辺
市
に
お
い
て
、「
暮
ら

し
の
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
予
約
優
先
、
無
料
、

秘
密
厳
守
。

時 

９
月
30
日
㊋
13
時
～
16
時

※
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
。
多

　
数
の
場
合
受
付
終
了
。

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

４
階 

交
流
ホ
ー
ル 

（
田
辺
市
高
雄
１
‐
23
‐
１
）

相
談
内
容 

登
記
、
道
路
、
福
祉
、

相
続
、
離
婚
、
金
銭
貸
借
、
税

金
等

相
談
時
間 

一
組
様
20
分
ま
で

参
加
機
関 

地
方
法
務
局
等
行

政
機
関
、
弁
護
士
、
税
理
士
等

予
約
受
付 

９
月
16
日
㊋
～
29

日
㊊
正
午

※
当
日
、
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

　
予
約
な
し
で
も
ご
相
談
可
。

予
約
先 
総
務
省 

和
歌
山
行
政

監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
２
２
１

（
受
付
時
間

：

平
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分
）

　
９ 

月
・
10 

月
は
行
政
相
談
月

間
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
行
政
の
仕
事

や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、

　
町
立
は
る
か
ぜ
保
育
所
で
勤
務

し
て
い
た
だ
け
る
保
育
士
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種 

保
育
士

勤
務
日
時 

月
～
金
曜
、
土
曜
は

当
番
制
（
応
相
談
）

シ
フ
ト
勤
務

給
与
等 

町
の
関
連
規
定
に
準
じ

ま
す
。
各
種
社
会
保
険
、
通
勤

手
当
、
賞
与
、
有
給
休
暇
、
職

員
駐
車
場
あ
り
。

※
勤
務
時
間
等
は
、
ご
相
談
に
応
じ

て
調
整
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班
（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

行
政
相
談
所
の
開
設

　

‐
お
知
ら
せ
‐

町
立
保
育
所
の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
所

‐
ご
案
内
‐

町
政
報
告
会
開
催

‐
お
知
ら
せ
‐

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
動
物
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
、

苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
飼
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
が
嫌
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
ペ
ッ
ト
も
飼
い
主
も
地

域
の
方
も
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
周
囲
へ
の
心
配
り
と
し

つ
け
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会

に
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養

に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
室
内
飼
育
、
室
外
飼
育
の
区

別
な
く
、
生
後
３
か
月
以
上
の

犬
に
「
登
録
」
と
「
狂
犬
病
予

防
注
射
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
散
歩
の
ル
ー
ル
】

◆
排
泄
物
の
処
理
を
し
ま
し
ょ
う

　
犬
が
公
共
の
場
所
等
で
排
泄

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
尿
は

水
で
流
し
、
フ
ン
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ー
リ
ー
ド
の
散
歩
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
犬
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て

は
、
小
さ
く
可
愛
い
犬
で
も
歩

い
て
い
る
だ
け
で
怖
く
感
じ
る

も
の
で
す
。

　
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
リ
ー

ド
で
つ
な
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

い
つ
で
も
犬
を
抑
止
で
き
る
人

が
同
行
し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

◆
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
飼
い
猫
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
近
隣
の
方
と
の
ト
ラ
ブ
ル

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
猫
の
室

内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
放
し
飼
い
の
猫
は
、
ご
近
所

の
庭
を
汚
し
た
り
鳴
き
声
で
迷

惑
を
か
け
た
り
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
由
な
交
配
が
行

わ
れ
、
野
良
猫
が
増
え
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
地
域
の
方
々
に

迷
惑
が
か
か
る
の
で
、
放
し
飼

い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
て
い
る
方
へ

　
エ
サ
を
与
え
て
い
な
が
ら
、

不
妊
去
勢
手
術
や
糞
尿
の
管
理

な
ど
を
し
な
い
無
責
任
な
行
為

は
、
猫
た
ち
に
よ
る
被
害
が
目

立
つ
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

結
果
的
に
数
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
ご

近
所
迷
惑
だ
け
で
な
く
不
幸
な

猫
を
増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
無
責
任
な
餌
や
り

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

 
９
月
は
『
動
物
愛
護
』
月
間
で
す
！

　
犬
や
猫
の
飼
い
主
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

有料広告
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奈
良
県
桜
井
市
の
大
神
神
社

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
約
４
㎞

時 

10
月
18
日
㊏

※
雨
天
の
場
合
11
月
１
日
㊏
に

　
延
期

受
付 

６
時
30
分
～
６
時
40
分

費 

１
０
０
０
円

集 

役
場
裏
側
駐
車
場
（
文
化
会

館
側
）

対 

上
富
田
町
に
住
民
票
の
あ
る

20
歳
以
上
の
方

抽
選
で
45
名
　

申 

住
民
課
保
険
班(

③
番
窓
口)

に
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

〆 

９
月
16
日
㊋
17
時
15
分
ま
で

※
９
月
24
日
㊌
に
抽
選
結
果
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

持 

水
分
、
弁
当
、
お
や
つ
（
自

由
）、
参
加
費

行
程 

上
富
田
町
文
化
会
館
発

（
６
時
45
分
）
→
ト
イ
レ
休
憩

→
大
神
神
社
着
（
10
時
15
分
）

→
神
社
周
辺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
→

昼
食
→
神
社
周
辺
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
→
自
由
行
動
→
大
神
神
社
発

（
14
時
50
分
）
→
ト
イ
レ
休
憩
→

上
富
田
町
文
化
会
館
着
（
18
時

15
分
）

※
昼
食
は
各
自
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
元
気
な
方
向
き
の
コ
ー
ス
で

す
。
途
中
、山
道
も
あ
り
ま
す
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
負
傷
し

た
場
合
は
役
場
で
加
入
し
て

い
る
傷
害
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。（
僅
少
）

問 

住
民
課
　
保
険
班

☎
３
４
‐
２
３
７
２

お
と
な
の
遠
足
in
奈
良 

参
加
者
募
集

　
み
ん
な
で
バ
ス
に
乗
っ
て
、
ま
る
で
子
ど
も
の
頃
に
行
っ
た
遠
足

の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、
奈
良
県
桜
井
市
に
あ
る
大
神
（
お
お
み
わ
）
神
社
周
辺

を
ガ
イ
ド
さ
ん
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い
方
、
ご
参

加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん
ぱ
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
ぱ
ー
く
」

は
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

ほ
し
い
方
の
要
望
に
応
じ
て
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方
を
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
可
能
に
す
る
支

援
機
関
で
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
例

学
童
・
保
育
所
等
へ
の
送
迎

就
労
中
等
の
一
時
預
か
り

病
児
・
病
後
児
の
預
か
り

夜
間
・
緊
急
時
の
預
か
り

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
の
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

◎
お
た
め
し
フ
ァ
ミ
サ
ポ

　
お
こ
さ
ま
お
預
か
り
（
２
時

間
５
０
０
円
）
も
あ
り
ま
す
！

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
ぱ
ー
く
」

場 

田
辺
市
高
雄
一
丁
目
23
番
１

号
　
田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

２
階

　
　
　
　
☎
２
６
‐
５
４
８
６

問 

福
祉
課
（
④
番
窓
口
）

　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
平
成
19
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に

お
い
て
、
９
月
10
日
の
世
界
自

殺
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
、
毎
年

９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
を
自

殺
予
防
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

自
殺
や
精
神
疾
患
等
の
正
し
い

知
識
、
命
の
大
切
さ
、
ま
た
自

殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気

付
い
た
と
き
の
対
応
方
法
等
に

つ
い
て
、
理
解
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　「
元
気
が
な
い
、
疲
れ
て
い

る
よ
う
だ
」
な
ど
、
身
近
な
人

の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
気

付
い
た
ら
勇
気
を
持
っ
て
声
を

掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
孤
立
・

孤
独
を
防
ぐ
こ
と
が
、
自
殺
予

防
の
有
効
な
手
段
で
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー

｢

き
っ
ず
ぱ
ー
く｣

の
ご
紹
介
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＜1に運動＞

・今よりも少しでも多く体を動かそう

　生活習慣病を予防するための運動は、「歩く」だけでも十分に効果があります。特に早歩きはその効果
が科学的に実証されています。男性では９０００歩、女性では８０００歩が目安といわれていますが、日
本人の平均歩数と比べるとあと１０００歩足りません。１０００歩は歩く時間にすると約10分です。今よ
り「10分多く」元気に体を動かすことで健康寿命を延ばすことにつながります。
他にも、
・座っている時間を減らす　　
・できるだけ階段を使う
・ストレッチや自宅でできる筋力トレーニングをするなど、できることから取り組んでみましょう。

＜2に食事＞

・野菜をプラス1皿

　生活習慣病の予防には、１日350ｇ以上の野菜
摂取が目標ですが、調査によると日本人(成人)の
１日当たりの平均野菜摂取量は、男性が約290
ｇ、女性が約270ｇとなっており、プラス70ｇ(小
鉢１皿ほど)の野菜摂取が必要といわれています。
手に入りやすい野菜を上手に組み合わせて、取り
入れてみましょう。
↓野菜70ｇの目安↓
・トマト　1/2個　　・きゅうり　2/3本
・にんじん　1/2本　・ナス　1本
・たまねぎ　1/3個

・毎日果物を食べよう

　大人が１日に必要な果物の摂取量は、２００ｇ。
朝食やおやつに少量ずつ取り入れたり、スムー
ジーにしたり、カットフルーツを利用したりしな
がら、果物を日々の暮らしに取り入れましょう。
↓果物200ｇの目安↓
・りんご１個　　　　・バナナ２本
・キウイフルーツ２個・みかん２個

＜しっかり禁煙＞

　タバコには多くの有害物質が含
まれています。自分や周りの大切
な人の健康を守るためにも禁煙を
目指しましょう。

・減塩で健康生活

　食塩の摂りすぎは、高血圧をはじめとした生活
習慣病に深く関わってきます。現在の摂取量か
ら、まずは－２ｇを目標にしましょう。
　減塩された調味料やだし、柑橘類、香辛料等を
使って手軽においしく減塩したり、栄養成分表示
を確認して、食品に含まれる食塩の量を確認した
りすることから始めましょう。

・毎日のくらしにwithミルク

　牛乳や乳製品(ヨーグルトやチーズ等)にはカル
シウムやたんぱく質がバランス良く含まれていま
す。しかし20～30代の3人に1人が牛乳・乳製品
を日常的に摂っていません。未来の健康のために
も牛乳・乳製品を摂りましょう。

＜良い睡眠＞

　睡眠は、子ども、成人、高齢者のいずれの年代
においても、健康増進・維持に必要不可欠な存在
です。睡眠不足は、糖尿や高血圧症などの生活習
慣病、メンタルヘルス不調などにつながるリスク
があります。質の良い睡眠をとることを意識し、
生きいきとした毎日を過ごしましょう。

９月は 「健康増進普及月間」 ・ 「食生活改善普及運動月間」 です
1 に運動　２に食事　しっかり禁煙　良い睡眠　～健康寿命の延伸～

　厚生労働省は毎年９月１日から30日までの１ヶ月間を、｢健康増進普及月間｣・「食生

活改善普及運動月間」と定め、生活習慣病の特性や、運動・食事・禁煙など個人の生活

習慣の改善の重要性について国民一人ひとりの理解を深めていくとともに、食生活改善

普及運動と連携して健康づくりを促進しています。

　健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のことで、平均寿命との

差は約10年とされています。健康寿命を延ばすためには、病気の早期発見や治療だけでなく、生活習慣の

定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確立が大切です。自身の生活習慣を見直して、できるこ

とから始めましょう。

運動の際は水分補給を
忘れずに！

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

☎
４
７‐
５
３
０
０
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シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
青
春
塾
）

　

祝
５
周
年
記
念

　

☆
峠
・大
内
谷
青
春
塾

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
峠
・
大
内
谷
会
館
に
て
毎
週

火
曜
日
、
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と

し
て
和
歌
山
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
踏

み
台
を
使
用
し
た
昇
降
運
動
や

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
で
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
を
行

な
い
、
町
内
７
地
区
で
自
主
的

に
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら

自
主
グ
ル
ー
プ
で
行
な
っ
て

い
る
、
峠
・
大
内
谷
青
春
塾

が
、
こ
の
度
、
活
動
５
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者
の

方
々
か
ら
は
、
10
周
年
に
向
け

て
、
今
後
も
運
動
継
続
へ
の

意
欲
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍

を
願
い
、
目
指
せ
、
生
涯
青
春
！

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
参
加
者
募
集

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
10

回
シ
リ
ー
ズ
の
く
わ
し
い
解
説

付
き
で
学
べ
る
教
室
を
10
月
16

日
か
ら
岩
田
公
民
館
で
開
催
し

ま
す
。
広
報
９
月
号
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
に
も
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
申

し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

９
月
12
日
㊎

　
　
　 

14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
１
階

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎
３
３
‐
７
３
４
０

◆３日分以上の準備をしておきましょう

　備蓄は生命を維持するために大きな役割を果たしてくれます。災害時には、ライフラインや物流の停止
などにより、食料の確保や調理ができないことが想定されます。そのため、３日分以上の家庭備蓄がある
と安心です。常温で長期保存できるものやお子さんが食べ慣れたものを選びましょう。また、お子さんを
連れて避難することを前提に、持ち出し品は最小限にまとめておくことも重要です。

◆お子さんがいるご家庭で備えておきたいもの

・オムツ、おしり拭き
　災害時、赤ちゃんのおむつは不足しがちです。何日か分のオムツを事前に準備しておきましょう。また定
期的にオムツのサイズを確認し、適切なサイズのオムツを常に防災バッグに入れておくことも大切です。
・離乳食
　食べ慣れた離乳食、お子さんが好きなおやつなどを準備しましょう。また、お子さんにアレルギーがあ
る場合は対応食を多めに用意しましょう。
・ミルク
　災害時には飲料水が不足することも考えられます。液体タイプのそのまま飲むことができるミルクを準
備しておくこともおすすめします。
・紙コップ
　避難生活がいつまで続くのかは、実際に災害が起こってからでないと分かりません。
哺乳瓶の消毒も十分にできる環境ではないかもしれないので、代わりに使用できる紙コップを
準備しておきましょう。
・マイナ保険証や母子健康手帳のコピー
　避難の際に、現物を持っておくことがベストですが、もしもの時のためにコピーした
ものを防災バッグに入れておきましょう。

　９月１日は「防災の日」です。防災の日は、防災の啓発を目的に１９６０年に制定されました。９月１
日は、１９２３年に関東大震災が起きた日です。そのため防災の日は、大規模地震が起きるとどのような
被害がおきるのか、どのような対策や行動を取るべきであったかをもう一度思い出し、日頃から防災への
備えを高める日として位置づけられています。
　お子さんがいる世帯では、お子さんの年齢に合わせた準備が必要です。特に赤ちゃんや小さなお子さん
は、オムツや離乳食など月齢によって必要なものが変わりますが、避難先で月齢に合った物資が手に入る
とは限りません。この機会に、大人用の防災グッズに加えてお子さん用の防災グッズも定期的に見直し、
もしもの時のために備えておきましょう。　

子育て　にこにこ広場 ～災害時の備えを見直そう～

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター
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令
和
７
年
度

　
中
学
校
総
合
体
育
大
会
結
果

　
紙
面
の
都
合
上
、
各
種
目
上
位
入
賞

者
を
抜
粋
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

【
女
子
】
優
勝
★

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
男
子
】
３
位

【
女
子
】
３
位

◆
サ
ッ
カ
ー
部  

２
位
★

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
女
子
】
団
体
　
２
位
★

【
個
人
】

岡
田 

依
奈
・
樫
本 

俐
乃
　 

ベ
ス
ト
８
★

山
本 

百
夏
・
野
田 

あ
お
い 

ベ
ス
ト
８
★

◆
剣
道
部

【
女
子
】
個
人 

須
本 

光
咲  

ベ
ス
ト
８
★

◆
卓
球
部

【
女
子
】
団
体
　
３
位

【
個
人
】
嵯
峨 

灯
莉
　
　
　
　   

３
位
★

　
　
　 

小
中 

夢
歩
　
　
　
　   

８
位
★

◆
陸
上
部

【
男
子
】
３
年
　
１
０
０
ｍ
　
　
　

　
　
　 

冬
木 

蓮
太
　
12
秒
61 

　  

５
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

山
田 

琉
輝
　
12
秒
63  

　 

６
位

　
　
　 

共
通
　
２
０
０
ｍ
　
　

　
　
　 

山
田 

琉
輝
　
25
秒
92
　   

７
位

４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
　
　 

51
秒
72
　   

６
位

１
１
０
ｍ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
冬
木 

蓮
太
　
18
秒
71
★
　
３
位

走
高
跳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
合
川 

英
汰
　
１
ｍ
60
★
　
１
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
山
本 

晴
万
　
１
ｍ
55
★
　
２
位

走
幅
跳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
蒲
田 

宗
志
　
５
ｍ
23  

　 

７
位

砲
丸
投
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
光
田 

陽
七
汰 

９
ｍ
56
★  

３
位

【
男
子
】
共
通
　
　
走
高
跳
　

　
　
　  

合
川 

英
汰
　
１
ｍ
70
　
３
位

◆
陸
上
部

【
男
子
】
走
高
跳
　
　
　
　
　

　
　
　  

合
川 

英
汰
　
１
ｍ
65
　
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　  

山
本 

晴
万
　
１
ｍ
60
　
７
位

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　
優
勝
◎

田
辺
・
西
牟
婁

　
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
結
果

　
　
　
　（
★
印
は
県
大
会
出
場
で
す
。）

第
71
回

　
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

　
　
和
歌
山
県
大
会
の
結
果

和
歌
山
県
総
合
体
育
大
会
の
結
果

（
◎
印
は
近
畿
大
会
出
場
）問 上富田町立図書館 ☎４７－１７９０

今月のベストテン

　日本でおなじみのサイコロゲー

ムといえば「ちょうはん」や「ちん

ちろりん」が思い浮かびます。この

本では、一般的な正六面体のサイ

コロを使った世界各国のゲームが

紹介されています。ちょっとしたレ

クリエーションにも最適なサイコ

ロゲームの世界を楽しんでみませ

んか？

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

マスカレード・ライフ　　　　　　　　

８番出口　　　　　　　　　　　　　　

蛍たちの祈り　　　　　　　　　　　　

近畿地方のある場所について　　　　　

カフネ　　　　　　　　　　　　　　　

謎の香りはパン屋から　　　　　　　　

赤ずきん、イソップ童話で死体と出会う

四毒抜きのすすめ　　　　　　　　　　

ご自愛さん　　　　　　　　　　　　　

沢村さん家のわくわくお買い物

東野　圭吾　

川村　元気 

町田　そのこ

背筋　　　　

阿部　暁子　

土屋　うさぎ

青柳　碧人　

吉野　敏明　

矢部　太郎

　

益田　ミリ　

集英社

水鈴社

東京創元社

KADOKAWA

講談社

宝島社

双葉社

徳間書店

PHP研究所

文藝春秋

『サイコロだけで遊べる世界のゲーム』

高橋　浩徳/監修　山と溪谷社 

図書館からのお知らせ

問

本の紹介

有料広告

有料広告



　
小
学
校
六
年
生
の
と
き
に
修

学
旅
行
で
広
島
に
い
き
、
戦
争

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
こ
で
私

は
考
え
た
。「
な
ん
で
戦
争
と
い

う
も
の
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
世

界
の
平
和
っ
て
何
だ
ろ
う
。」
と
。

　
突
然
だ
が
「
平
和
」
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
は
あ
る
か
。
み

ん
な
が
幸
せ
で
暮
ら
し
て
い
け

る
世
界
な
ど
を
真
っ
先
に
考
え

る
だ
ろ
う
。
だ
が
実
際
に
は
、

み
ん
な
が
み
ん
な
平
和
で
暮
ら

し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
世
界

に
は
戦
争
や
貧
困
、
他
に
も
た

く
さ
ん
の
問
題
が
世
界
に
は
た

く
さ
ん
転
が
っ
て
い
る
。
自
由

が
う
ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
人
も

い
る
の
だ
。

　
修
学
旅
行
で
は
広
島
に
行
っ

た
。
広
島
へ
行
く
電
車
に
乗
っ

て
い
た
と
き
は
、
緊
張
し
て
い

る
よ
う
な
い
な
い
よ
う
な
何
と

も
言
え
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。

広
島
に
あ
る
資
料
館
に
行
っ
て

館
内
に
入
っ
た
。
館
内
を
歩
い

て
い
る
う
ち
に
原
爆
の
被
害
を

受
け
た
人
の
絵
が
目
に
入
っ

た
。
す
ご
く
痛
々
し
か
っ
た
。

絵
を
見
て
い
る
う
ち
に
い
つ
の

間
に
か
戦
争
に
つ
い
て
深
く
頭

の
中
で
考
え
て
い
た
。

　
世
界
に
は
、
貧
困
に
困
っ
て

い
る
人
も
い
る
。
自
分
が
本
当

に
し
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
人

た
ち
も
い
る
。
貧
困
に
困
っ
て

い
る
人
た
ち
は
、
食
料
に
困
っ

て
い
て
苦
し
ん
で
い
る
。
今
で

も
そ
れ
が
続
い
て
い
る
国
も
あ

る
。
困
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、

私
た
ち
の
少
し
の
助
け
で
も
支

え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
私
は
考
え
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
募
金
を
し
て
み
る
な
ど
、

私
た
ち
の
そ
の
小
さ
な
一
歩
が

世
界
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の

支
え
に
な
る
鍵
な
の
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
た
。

　
自
由
が
な
い
人
た
ち
も
、
世

界
に
た
く
さ
ん
い
る
。
本
当
に

し
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
人
、

い
や
で
も
戦
争
に
兵
隊
と
し
て

行
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
。
そ

う
い
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
私
は
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
、

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
も
の
だ
と
思
う
。
戦
争
に
よ

っ
て
、
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち

も
い
る
。
私
は
、
そ
ん
な
人
た

ち
に
つ
い
て
考
え
た
。

　
私
た
ち
は
、
今
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
。
戦
争
は
、
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
と

て
も
悲
惨
で
と
て
も
残
酷
な
も

の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
広

島
の
資
料
館
で
戦
争
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。

　
今
を
精
一
杯
に
生
き
る
こ
と

が
世
界
の
困
っ
て
い
る
人
た
ち

の
支
え
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
る
。

　
４
月
。
生
馬
小
学
校
に
10
名

の
１
年
生
が
入
学
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
の
生
馬
っ
子

は
80
名
で
す
。

　
生
馬
っ
子
は
た
く
さ
ん
の
地

域
の
み
な
さ
ま
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
に
は
、
見
守
り
隊

の
み
な
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
み
な
さ
ま
が
、

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
お
帰
り
な
さ
い
。」

と
温
か
い
声
を
か
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
生

馬
っ
子
は
毎
日
、
安
心
・
安
全

に
登
下
校
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
も
、
地
域
の
み
な
さ

ま
に
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
や
家

庭
科
、
生
活
科
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
は
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
と
し
て
、
学
校
の
教

師
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
み

な
さ
ま
が
一
緒
に
生
馬
っ
子
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　
生
馬
公
民
館
と
は
、
た
く
さ

ん
の
行
事
で
連
携
し
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
の
寺
子
屋
塾
で
は
、

放
課
後
、
希
望
し
た
生
馬
っ
子

が
硬
筆
を
習
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
親
子
教
室
で
は
、
生

馬
っ
子
と
そ
の
保
護
者
が
参
加

し
、
様
々
な
こ
と
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
６
年

生
は
公
民
館
で
通
学
合
宿
を
行

い
ま
す
。
夕
飯
作
り
や
も
ら
い

風
呂
等
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ま
に
お
世
話
に
な

り
ま
す
。

　
５
月
。
生
馬
校
区
大
運
動
会

が
あ
り
ま
し
た
。
大
運
動
会
で

は
、
生
馬
っ
子
の
競
技
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
み
な
さ
ま
、

保
護
者
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に

玉
入
れ
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
地
域
の
み
な
さ
ま

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
今

年
も
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
学
期
は
11
月
に
生
小
ま
つ

り
が
あ
り
ま
す
。
生
馬
っ
子
、

保
護
者
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て

地
域
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
て
、
今
年
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
馬
小
学
校

の
生
馬
っ
子
は
、
た
く
さ
ん
の

地
域
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
、

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お

か
げ
で
、
生
馬
っ
子
は
す
く
す

く
と
育
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
生
馬
っ
子
を

地
域
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
育

て
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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校
紹
介

 

「
地
域
で
育
て
よ
う

生
馬
っ
子
」

　
世
界
の
平
和

上
富
田
中
学
校 

１
年
２
組

蔭
地　

結
里

地域の方々との交流の様子



　
長
岡
技
術
科
学
大
学
　
延
原
氏
を
お
招
き
し
て
英
語
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

時 

10
月
25
日
㊏
　
10
時
か
ら
11
時

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
和
室
１

対 

小
学
生
　（
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）　
　
　

定 

10
組
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申 

申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て

講
師 

延
原 

み
か
子
氏

（
長
岡
技
術
科
学
大
学
　
英
語
専
任
教
員
）

内 

英
語
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
ク
ラ
フ
ト
作
成

〆 

9
月
19
日
㊎
17
時
ま
で

英
語
絵
本
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト

‐
開
催
お
知
ら
せ
‐

上
富
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録
‐
募
集
‐

　
上
富
田
町
で
は
、
令
和
８
年
度
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
用
物

資
納
入
の
見
積
り
合
わ
せ
等
を
依
頼
す
る
登
録
業
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小
雨
止
み
申
し
分
な
き
白
海
芋
　
　

初
蝉
や
童
心
に
巻
き
戻
す
朝
　
　
　

水
入
る
る
音
心
地
良
き
青
田
か
な
　

甜
瓜
日
に
日
に
増
え
て
お
命
日
　
　

は
ま
ば
う
や
海
へ
飛
ば
さ
る
麦
稈
帽

絽
　
絽

細
川
　
節
子

田
浦
　
陽
子

千 

代 

女

松
本
　
武
千
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

春
す
ぎ
て 

梅
雨
と
び
越
え
て 

暑
い
夏

　
　
　
　
　
　
　
畑
の
野
菜
も 
脱
水
症
に

稗
田
　
満
代

稲
穂
な
び
い
て 

今
年
も 

猪
の
通
り
道

　
　
　
　
　
　
　
電
柵
は
り
て 

汗
を
か
く

小
幡
　
博
子

母
を
置
き 

娘
の
華
や
げ
る 

時
も
見
ず

　
　
　
　
　
　
　
微
笑
む
甥
の 

遺
影
と
向
き
合
う

稲
田
　
和
代

文
化
財
・
史
跡
め
ぐ
り
　
参
加
者
募
集

朝
来
公
民
館

資
格 

　

①	

国
税
お
よ
び
市
町
村
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
。

②	

町
内
に
営
業
所
等
を
有
し
、

常
時
営
業
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

③	

１
日
約
１
５
０
０
食
の
食
数

に
対
応
で
き
、
上
富
田
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
指
示
ど

お
り
納
品
配
達
が
で
き
る
こ

と
。

④	

営
業
許
可
や
開
業
届
等
を
必

要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
許
可
等
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

登
録
申
請
方
法 

上
富
田
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

登
録
申
請
書
に
、
添
付
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

 
上
富
田
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

添
付
書
類 

　

①
上
富
田
町
学
校
給
食
用
物
資

納
入
誓
約
書

②
食
品
衛
生
監
視
票
（
写
）

③
営
業
許
可
書
（
写
）

④
前
年
度
の
町
税
全
て
の
完
納

証
明
書

⑤
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る

書
類

募
集
期
間

　

９
月
１
日
㊊
～
11
月
28
日
㊎

（
㊏
・
㊐
・
㊗
は
除
く
）

納
入
業
者
の
有
効
期
間 

　
令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
令
和
９
年
３
月
31
日

そ
の
他

 

上
富
田
町
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
登
録
に
関
す

る
要
領
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）

を
ご
確
認
の
う
え
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

問 

上
富
田
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー　

　
　
☎ 

３
３
‐
９
４
９
０

時 

10
月
19
日
㊐

　  

７
時
～
19
時
（
予
定
）

行
き
先 

　
兵
庫
県
姫
路
方
面

（
姫
路
城
・
姫
路
バ
ラ
園
等
）

費 

７
５
０
０
円
　
　（
昼
食
代
含
む
）

定 

40
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩
崎
地
区
の
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

対 

町
内
の
方

〆 

９
月
30
日
㊋
ま
で
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県
で
は
、
訪
問
介
護
員
に
必
要
な
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
無

料
で
実
施
し
、
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

スポーツの祭典　 開催のお知らせ 公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ

高
齢
者
学
級

　
　
　
敬
老
お
楽
し
み
会

ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
谷
本
智
子
氏

介
護
職
員
初
任
者
研
修
　
　
‐
受
講
生
募
集
‐

習
で
す
。
昨
年
も
参
加
し
た
子

ど
も
さ
ん
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
着

て
い
き
ま
す
が
、
ひ
も
の
か
け

方
、
お
端は

し
ょ
り折
り
の
整
え
方
、
そ

し
て
帯
の
結
び
方
と
ま
た
新
た

な
学
び
も
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
風
呂
敷
の
使
い
方
、

お
茶
や
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
、

神
社
で
の
参
拝
の
方
法
な
ど
、

正
し
い
所
作
を
た
く
さ
ん
学
び

ま
し
た
。
大
人
の
私
た
ち
で
も

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、
楽
し
か
っ
た
、
ま
た

参
加
し
た
い
と
い
っ
た
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生
馬
公
民
館

　
生
馬
公
民
館
で
は
高
齢
者
学

級
「
敬
老
お
楽
し
み
会
」
を
つ

ぎ
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

時 

９
月
24
日 

㊌

　
　
　
　
14
時
30
分
～
17
時

場 

生
馬
公
民
館

演
目 

・
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
＆
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

第 49 回スポーツの祭典を町内スポーツ施

設で開催します。

時 10 月 12 日㊐　８時 30 分～

主催  上富田町体育協会
場 ‐ 総合開会式 ‐

　　　　　スポーツセンター

　　　　　　　屋内イベント広場

内  総合開会式では町体育協会規定による

スポーツ表彰を行います。

開催予定種目  
（会場未定）

グラウンド・ゴルフ、ソフトボール、ソ

フトバレーボール、バレーボール、ゲー

トボール、軟式野球、サッカー、バスケッ

トボール、卓球、テニス、柔道、剣道、ソ

フトテニス、空手、ラグビー

※天候悪化の場合や団体の都合により、変

　更となる場合もあります。

問 体育協会事務局（教育委員会事務局内）

　☎４７ ‐ ５９３０

ミ
ラ
ク
ル
新
田
氏

・
ダ
ン
ス

　
熊
野
高
校
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
リ
ー
ダ
ー
部

・
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り

　
寺
子
屋
塾
参
加
児
童

・
生
馬
扇
踊
り

問 

生
馬
公
民
館

☎
４
７
‐ 

２
８
８
１

南
紀
の
台
公
民
館

　
上
富
田
町
在
住
の
谷
本
智
子

氏
を
お
招
き
し
て
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

時 

９
月
15
日 

㊊
㊗

　
　
　
　
　
　
　
14
時
～

場 

南
紀
の
台
公
民
館

　
　  

多
目
的
ホ
ー
ル

費 

無
料

※
要
申
し
込
み

申
込
先 

南
紀
の
台
公
民
館

☎
３
４
‐
７
２
２
７

伝
統
文
化
親
子
教
室

　
み
な
さ
ん
、
浴
衣
、
自
分
で

着
ら
れ
ま
す
か
？
ふ
た
つ
き
の

湯
飲
み
で
提
供
さ
れ
た
お
茶
を

正
し
く
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き

る
で
し
ょ
う
か
？

　
文
化
庁
の
補
助
事
業
、
伝
統

文
化
親
子
教
室
が
、
今
年
も
、

朝
来
公
民
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
茶
道
や
和
装

な
ど
の
伝
統
文
化
を
伝
え
、
継

承
し
て
い
く
た
め
の
事
業
で
す
。

　
講
師
は
装
道
礼
法
き
も
の
学

院
輪
島
久
子
氏
、
参
加
者
は
親

子
参
加
の
方
も
含
め
11
名
で
し

た
。

　
最
初
に
、
立
っ
て
い
る
場
合

と
座
っ
て
い
る
場
合
の
そ
れ
ぞ

れ
の
お
じ
ぎ
に
つ
い
て
、
何
度

も
や
っ
て
み
て
し
っ
か
り
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
浴
衣
の
着
付
け
練

対 

訪
問
介
護
員
と
し
て
就
労
意

欲
の
あ
る
方

場 

田
辺
市
中
辺
路
公
民
館

研
修
期
間 

10
月
10
日
～
２
月
13

日※
期
間
内
に
お
い
て
、
概
ね
週

　
１
回
程
度
で
開
催
予
定

定 

16
名
（
先
着
順
）

期 
８
月
１
日
～
９
月
30
日

※
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

　
む
か
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

　
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
　

申
込
フ
ォ
ー
ム 

問 

〒
６
４
０-

８
５
８
５

和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１

和
歌
山
県
長
寿
社
会
課
　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐

２
５
２
３
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る
こ
と
で
保
護
者
同
士
の
会
話

も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
に

ぎ
り
、
焼
き
鳥
、
上
羽
館
長
直

々
に
コ
テ
を
ふ
る
っ
た
焼
き
そ

ば
の
３
品
で
し
た
。

　
昼
食
作
り
で
は
、
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
行
事
の
経
験
の
あ
る
二

人
の
公
民
館
運
営
委
員
と
保
護

者
が
協
力
し
な
が
ら
調
理
し
ま

し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
昼
食
を

演 題：「最南端のまちから ロケット最先端のまちへ」

‐「カイロスロケット」打ち上げに至るまで ‐
時 9 月 19 日㊎　19 時 30 分～ 20 時 40 分
場 上富田文化会館　２階小ホール

講 師   串本町 企画課 課長　名
な だ

田　倍
ま す や

也　氏

問 上富田町生涯学習推進委員会　☎４７- ５９３０

い
た
だ
き
、
午
後
１
時
過
ぎ
に

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
、
第
２
回
親
子
教

室
と
し
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
、
親
子
42
名
の
参
加
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
猛
暑
の

中
、
午
前
中
は
鳥
渕
会
館
付
近

の
生
馬
川
で
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
監
視
の
下
、
子
ど
も
た
ち
は

泳
い
だ
り
、
小
魚
や
エ
ビ
を
捕

ま
え
た
り
し
て
川
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
川
遊
び
を
終
え
、
生
馬
公
民

館
に
移
動
後
、
参
加
者
で
役
割

分
担
し
昼
食
の
準
備
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。
作
業
を
共
に
す

第
２
回
　
親
子
教
室

　
　
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　
生
馬
公
民
館

第２回　まちづくり講座 ‐ご案内 ‐

　串本町には、現在、種子島宇宙センター、内之浦宇宙空間観測所に次いで日本では三番目、また民間事
業者としては初となる「スペースポート紀伊」が建設されています。昨年（令和6年）は、多くの観客が
来町され、初号機、2号機が打ち上げられましたが、残念ながら「人工衛星の軌道投入」という最終ミッ
ションは果たせませんでした。
　しかしながら、現在３号機の打ち上げに向け、和歌山県をはじめ、隣接する那智勝浦町とともに、見学
者の受入体制や、更なる地域活性化の取り組みを進めているところです。
　串本町では「最南端のまちからロケット最先端のまちへ」をスローガンに、町民の機運も大いに高まっ
ているところですが、このロケット事業は、決して串本町と那智勝浦町だけのものではありません。2030
年代には年間30基の打ち上げが計画されていることからも、紀南地域全体を活性化させる起爆剤となりう
るものであり、今後、紀南地域への集客だけでなく、「宇宙・ロット産業の誘致」とそれに伴う「雇用の
創出」等を目指して、それぞれの市町村が連携していかなければならないと考えています。　　　　　　
※多くの皆様のご来場をお待ちしています。
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７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、

七
夕
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
期
間
中
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
大

き
い
笹
と
色
と
り
ど
り
の
短
冊

を
用
意
し
て
お
い
て
、
来
館
者

に
自
由
に
願
い
事
を
書
い
て
飾

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
ピ
ア

ノ
が
上
手
に
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
か
、「
ミ
ニ
オ
ン
に
会

い
た
い
」
と
か
、「
早
く
大
き

く
な
り
た
い
」
と
か
、
い
ろ
い

ろ
な
願
い
事
が
あ
り
、
す
て
き

な
笹
飾
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
さ
ん
が
織
り
姫

と
彦
星
の
衣
装
を
手
づ
く
り
で

準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
日
に
お

披
露
目
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
好
き
な
衣
装
を
身
に
つ
け
て
、

急
遽
、
小
さ
な
撮
影
会
と
な
り

ま
し
た
。
衣
装
を
着
け
た
子
ど

も
た
ち
は
本
当
に
か
わ
い
ら
し

く
、
付
き
添
い
の
マ
マ
や
パ
パ

は
、
笹
飾
り
の
前
で
何
枚
も
写

真
を
撮
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
七
夕
祭
り

の
よ
う
な
年

中
行
事
は
、

季
節
の
移
ろ

い
を
感
じ
、

ま
た
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
に

-

「
扇
踊
り
」
と
は
‐

　
こ
の
「
扇
踊
り
」
は
、
音
頭

と
り
が
音
頭
を
と
り
お
囃
子
に

は
鉦
と
太
鼓
が
あ
り
ま
し
た
。

踊
り
自
体
は
、
全
員
が
日
の
丸

の
白
扇
を
持
っ
て
円
形
に
な
り

前
に
進
み
な
が
ら
踊
る
一
般
的

な
盆
踊
り
と
同
じ
で
す
。
　
　

　
踊
り
に
は
、
し
ょ
う
が
い
踊

り
、
扇
踊
り
、
い
そ
さ
い
踊
り
、

だ
い
も
ん
じ
ゃ
踊
り
、
念
仏
踊

り
の
５
種
類
が
あ
り
白
扇
を
両

触
れ
る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
こ
う
し
た
年
中
行

事
を
開
催
し
、
南
紀
の
台
公
民

館
を
、
地
域
の
人
た
ち
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
区
ご
と
の
盆
踊
り
も
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
生
馬
公
民
館
に
よ

る
地
域
全
体
の
盆
踊
り
の
中
に

ゆ
だ
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
そ
こ
で
も

踊
ら
れ
な
く
な
り
遂
に
途
絶
え

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

扇
踊
り
の
踊
り
方
が
難
し
く

徐
々
に
踊
り
の
輪
に
人
が
入
ら

な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
過
去
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」

で
調
べ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
の
便

り
で
初
め
て
盆
踊
り
で
「
扇
踊

り
」
を
踊
っ
て
い
る
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
の
便
り
か
ら

は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
し
ま
す

と
、
少
な
く
と
も
平
成
８
年
に

は
公
民
館
主
催
の
盆
踊
り
で
踊

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
９
年
間

ほ
ど
踊
ら
れ
た
も
の
の
、
平
成

17
（
２
０
０
５
）
年
ご
ろ
に
は

途
絶
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
踊

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
７
月
15
日
の
「
生
馬
公
民
館

だ
よ
り
第
９
号
」
に
は
、「
…

先
人
が
遺
し
て
く
れ
た
郷
土
の

文
化
財
の
保
護
継
承
に
努
め
る

の
は
、
そ
こ
に
住
む
私
た
ち
の

努
め
で
あ
る
…
」
と
し
て
、
扇

踊
り
保
存
会
の
会
員
募
集
を
し

て
い
ま
す
。

‐
今
後
に
向
け
て
‐

　
20
年
前
ま
で
踊
ら
れ
て
い
た

「
生
馬
扇
踊
り
」
を
生
馬
地
区

の
文
化
伝
承
と
と
ら
え
復
活
を

目
指
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

具
体
的
に
は
、

①
音
頭
取
り
が
音
頭
を
と
れ
る

の
か
ど
う
か
。（
歌
詞
は
あ
る

が
曲
は
わ
か
る
か
ど
う
か
）

②
太
鼓
の
た
た
き
方
が
わ
か
る

か
。

③
鉦
の
打
ち
方
が
わ
か
る
か
。

④
踊
り
方
が
わ
か
る
か
。（
写

真
や
文
章
で
は
残
さ
れ
て
い

る
）

⑤
何
人
か
体
験
者
等
が
お
ら
れ

る
か
ど
う
か
。

　
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
る

　
で
し
ょ
う
。

手
に
持
っ
て
踊
る
の
で
す
が
、

し
ょ
う
が
い
踊
り
と
扇
踊
り
は

白
扇
１
本
で
踊
り
ま
す
。

　
上
手
な
人
は
、
白
扇
を
手
首

で
く
る
く
る
ま
わ
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

‐
そ
の
後
の
経
緯
‐

　
し
か
し
、
人
口
減
少
に
伴
う

踊
り
手
不
足
が
進
み
、
昭
和
57

（
１
９
８
２
）
年
に
「
生
馬
古

式
扇
踊
り
保
存
会
」
が
発
足
し

継
承
に
努
め
て
き
た
も
の
の
、

七
夕
イ
ベ
ン
ト

　
南
紀
の
台
公
民
館

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
14

　
生
馬
扇

お
う
ぎ

踊お

ど

り
（
生
馬
地
区
）

　
生
馬
川
の
上
流
、
鳥
渕
か
ら
篠
原
地
区
の
盆
踊
り
な
ど
で
踊
り

継
が
れ
て
い
た
も
の
に
「
扇
踊
り
」
と
い
う
踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
鳥
渕
地
区
（
鳥
渕
・
出
水
）
と
大
宮
地
区
（
下
滝
・
大
宮
・

芦
山
・
篠
原
）
の
両
地
区
で
別
々
に
踊
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
昭

和
49
（
１
９
７
４
）
年
頃
か
ら
郷
土
芸
能
と
し
て
こ
の
踊
り
の
価
値

が
見
直
さ
れ
、
同
じ
形
態
を
持
つ
両
地
区
の
踊
り
を
一
本
化
し
て
、

昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
は
町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
渕
地
区
の
方
に
お
話
を
伺
う
と
、
盆
踊
り
で
は
扇
踊
り
し
か

踊
ら
な
か
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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９
月
10
日
は
『
下
水
道
の
日
』

　
水
が
生
き

　
　
　
　
暮
ら
し
も
活
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道

‐
第
64
回
‐
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞
作
品

下
水
道
へ
の
接
続
は

　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

　
町
で
は
、
よ
り
快
適
で
美
し

い
住
居
環
境
を
作
る
こ
と
を
目

的
に
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
下
水
道
（
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
）
が
整
備
さ
れ
た

区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
公

共
水
域
の
保
全
、
水
環
境
の
美

化
と
い
う
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て

　
　
下
水
道
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
は
、
生
活
環
境
と
自
然

下
水
道
の
日
と
は　

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36
年
に
普
及
が
遅
れ
て
い
る
下
水
道
を
全

国
的
に
広
め
る
た
め
、「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
21
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
る
平
成
13
年
、
旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ

た
明
治
33
年
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
近
年
の
下
水
道
に
対
す
る
認
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、
よ
り
親
し
み

の
あ
る
名
称
と
し
て
「
下
水
道
の
日
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

を
守
る
大
切
な
公
共
財
産
で
す
。

　
次
の
事
項
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
下
水
道
施
設
の

適
正
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

管
路
が
詰
ま
る
原
因

＊
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

　
油
類
、
紙
オ
ム
ツ
、
ト
イ
レ

用
お
そ
う
じ
シ
ー
ト
、
布
切
れ
、

脱
脂
綿
、
生
理
用
品
等
、
水
に

溶
け
な
い
も
の
は
、
管
路
を
詰

ま
ら
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

＊
分
離
桝
の
清
掃
に
つ
い
て

　
分
離
桝
（
ご
み
取
り
桝
）
が

設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
二
週
間
に
一

度
を
目
安
と
し
て
清
掃
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
清
掃
し
な
い
と
油
類
や
髪
の

毛
が
固
ま
り
、
排
水
管
が
詰
ま

る
原
因
と
な
り
ま
す
。

汚
水
が
あ
ふ
れ
る
恐
れ
あ
り

＊
雨
水
を
流
入
さ
せ
な
い

　
当
町
の
処
理
施
設
は
分
流
式

で
あ
り
、
生
活
雑
排
水
の
処
理

を
行
う
も
の
で
す
。
汚
水
管
に

雨
水
が
流
入
す
る
と
、
処
理
施

設
に
必
要
以
上
の
負
荷
が
か
か

り
ま
す
。

　
今
一
度
、
ご
自
宅
の
排
水
設

備
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

施
設
不
具
合
に
つ
な
が
る

＊
桝
の
故
障
は
早
期
連
絡
を

　
経
年
劣
化
等
に
よ
り
、
真
空

桝
内
の
機
械
が
故
障
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
故
障
す
る
と
、
継
続
的
に

「
ゴ
ー
ッ
」
と
空
気
を
吸
い
込
む

よ
う
な
音
が
し
た
り
、
便
器
内

の
封
水
が
無
く
な
っ
た
り
、
水

が
流
れ
な
い
現
象
が
発
生
し
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
す
ぐ
に

修
理
し
な
け
れ
ば
、
施
設
全
体

に
不
具
合
が
生
じ
ま
す
の
で
、

時
間
に
関
係
な
く
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
休
日
・
夜
間
は
、
宿
直
や
日
直

が
応
対
し
ま
す
。）

届
出
が
必
要

＊
水
道
水
以
外
を
使
用
さ
れ
て 

　
い
る
方
へ

　
水
道
水
以
外
を
使
用
し
、
そ

の
排
水
を
下
水
道
に
流
す
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。
提
出

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、

こ
の
町
の
美
し
い
自
然
と
清
ら

か
な
河
川
を
守
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
下
水
道
の
早

期
接
続
や
適
正
な
下
水
道
施
設

の
使
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

上
下
水
道
課
　
工
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

有料広告
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マ
イ
ナ
救
急
と
は
・
・
・

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健

康
保
険
証
を
ひ
も
付
け
た
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
活
用
し
た
救

急
業
務
で
、
救
急
車
要
請
時
に

傷
病
者
自
身
の
マ
イ
ナ
保
険
証

を
救
急
隊
員
に
提
示
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
救
急
業
務
の
円

滑
化
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
救
急
の
メ
リ
ッ
ト

　
医
療
機
関
へ
救
急
搬
送
す
る

際
は
、
傷
病
者
の
氏
名
、
生
年

月
日
、
住
所
等
の
情
報
が
必
要

で
す
。

　
さ
ら
に
、
病
歴
や
受
診
し
て

い
る
医
療
機
関
、
服
用
し
て
い

る
薬
剤
な
ど
の
情
報
が
あ
れ

ば
、
搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定

や
、
医
療
機
関
で
の
治
療
の
際

に
役
立
ち
ま
す
。

　
し
か
し
、
気
分
不
良
や
痛
み

の
た
め
に
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
つ

ら
い
と
き
や
意
識
が
な
い
場

合
、
家
族
が
傷
病
者
の
病
歴
、

服
用
し
て
い
る
薬
を
把
握
し
て

い
な
い
、
も
し
く
は
本
人
で

あ
っ
て
も
薬
の
名
前
を
憶
え
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
マ
イ
ナ

救
急
は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速

に
救
急
隊
員
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
救
急
隊
員
が
閲
覧
で

き
る
情
報
は
前
述
の
内
容
の
み

で
す
。

◆
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を

　
マ
イ
ナ
救
急
を
活
用
す
る
た

め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　
利
用
登
録
の
方
法
は
、
医
療

機
関
や
薬
局
の
受
付
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
等
で
行
え
ま
す
。

　
利
用
登
録
に
関
す
る
ご
不
明

な
点
は
、
役
場
住
民
課
保
険
班

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
４
‐
２
３
７
２
）

◆
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
お
で
か
け
先
で
も
マ
イ
ナ
救

急
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
7
月
分
）

福
田
　
修
巳

栗
田
　
広
美

和
歌
山
市

岡

｛

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
９
月
30
日
㊋

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

９
月
19
日
㊎

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

９
月
18
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

下
鮎
川

生

馬
岡

朝

来

村
上
　
　
ゑ

滝
上
　
一
郎

坂
本
　
年
江

竹
中
　
　
睦

100
歳

72
歳

85
歳

88
歳

（
裕
・
有
沙
）　
　

（
結
麻
・
心
優
）　

（
洸
介
・
美
晴
）　

（
佳
典
・
絵
理
香
）

朝

来

朝

来

岩

田

市
ノ
瀬

中な
か
に
し西

　
朱あ
か
り里

貴き
し志

　
晴は
る
ま麻

井い
た
に澗
千ち

ゆ

り
結
理

林は
や
し　

　
凛り
ん
と人

上富田町の人口と世帯数
令和7年 7月末現在

前月比
総 数 15,662 人 +29

男 性 7,499 人 +16

女 性 8,163 人 +13

世帯数 7,632 世帯 +22

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　  

４
７
‐
０
１
１
９
へ

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
救
急
が
始
ま
り
ま
す

10 月スタート

マイナ救急 YouTube
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調査へのご理解とご協力をお願いします

◑ 10月１日現在で全国一斉に国勢調査を行います

◆　国勢調査は、国内の人および世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎
資料を得ることを目的として５年に一度行われる最も重要な統計調査です。

◆　国勢調査の結果は、福祉施策や生活環境整備、災害対策など、日本の未来をつ
くるために欠かせない様々な施策の計画策定などに利用されます。

◆　オンライン調査が導入されており、ご自宅のパソコン、タブレット端末、スマート
フォンからの回答も可能です。

◑ ９月下旬から調査員がすべてのお宅を訪問します

◆　９月下旬から調査員が各世帯を訪問して、インターネット回
答用ＩＤや調査票を配布しますので、下記のうちいずれか
ご希望の方法でご回答をお願いします。

　10月8日（水）までにパソコン、タブレット端末、スマートフォンなどからインターネットに
アクセスしていただき、画面の案内に沿ってご回答ください。

◑ 国勢調査は 統計法という法律に基づいて行います

インターネットで回答する場合 9月20日～10月8日

●郵送で提出
　『郵送提出用封筒』に調査票を入れ、10月8日（水）までに郵便ポストにご投函（切手不要）
　ください。
●調査員に提出
　後日、調査員がお伺いした際にご提出ください。

◆　統計法では、正確な統計を作成するために、調査票の記入および提出の義務(報告義務) 、
　　調査員をはじめとする調査関係者の守秘義務、罰則などについて定められています。

調査票で回答する場合 10月1日～8日

　　調査についてのご質問などがありましたら，下記連絡先までお問い合わせください。

国勢調査コールセンター
　　　☎：０５７０-０２-５６０１（９時～２１時）

役場　振興課　企画・商工観光班（⑧番窓口）
　　　☎：３４-２３７０（内線２３２、２３３）

問


